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高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
㈯　

講
師　

阿
部
眞
秀　

師

　

11
月
26
日
㈯　

講
師　

齋
藤
寛
秀　

師

今
後
の
開
催
予
定

　

５
月
20
日
㈯
、
６
月
３
日
㈯
、

　

７
月
１
日
㈯
、
８
月
５
日
㈯
、

　

９
月
２
日
㈯
、
10
月
７
日
㈯
、

　

11
月
11
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

◎
展
覧
会
予
定

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
１
２
５
０
年
大
法

会
記
念
展
﹁
お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師

さ
ま
へ
﹂（
予
定
）

　

４
月
15
日
㈯
〜
10
月
９
日
㈰

出
陳
品

◦
高
野
山
三
大
秘
宝

国
宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

聾
瞽
指
帰　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

金
銅
三
鈷
杵
（
飛
行
三
鈷
杵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

◦
そ
の
他
出
陳
品

国
宝　

勤
操
僧
正
像　
　
　
　
　

普
門
院

国
宝　

細
字
金
光
明
最
勝
王
経　

龍
光
院

重
文　

高
野
大
師
行
状
図
画　
　

地
蔵
院

重
文　

崔
子
玉
座
右
銘
断
簡　
　

宝
亀
院

未
指
定　

金
念
珠　
　
　
　
　
　

龍
光
院

未
指
定　

稚
児
大
師
像　
　
　
　

正
智
院

な
ど　
　

秋
期
企
画
展
﹁
弘
法
大
師
の
弟
子
た
ち
﹂

（
予
定
）

　

10
月
14
日
㈯
〜
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

冬
期
平
常
展
﹁
密
教
の
美
術
﹂（
予
定
）

　

令
和
６
年
１
月
20
日
㈯
〜
４
月
14
日
㈰

◎
高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
、
霊
宝
館
長
が
展
示
解
説
を
行
う
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
「
高
野
山

霊
宝
館
」）
し
て
、
霊
宝
館
収
蔵
の
文
化

財
の
解
説
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
展
示
解
説
『
釈
迦
如
来
像
・
大
日
如
来

　

像
・
阿
弥
陀
如
来
像
』

◦
展
示
解
説
『
阿
弥
陀
三
尊
像
』

◦
展
示
解
説
『
孔
雀
明
王
像
』　

〇
貸
出
情
報

●
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
（
香
川
県
高
松
市
）

特
別
展
﹁
空
海
︱
史
上
最
強
、
讃
岐
に

舞
い
降
り
た
不
滅
の
巨
人
︱
﹂

　

４
月
22
日
㈯
〜
５
月
21
日
㈰

国
宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

善
女
竜
王
像
（
定
智
筆
）金

剛
峯
寺

重
文　

恵
果
阿
闍
梨
像　
　
　
　

西
生
院

ミュージアム法話開催風景
（高野山本山布教師　阿部眞秀師）

国宝　諸尊仏龕　金剛峯寺国宝　聾瞽指帰　金剛峯寺

重文　金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）　金剛峯寺

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼント差し上げます。

霊
宝
館
だ
よ
り　
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令和４年度 冬期平常展

「密教の美術」

令和５年１月21日㈯～４月９日㈰

題字・畬野光義師

「塩釉藍彩髭徳利」（金剛峯寺遺跡出土）金剛峯寺
17世紀前半にドイツのライン地方で生産、ワインが封入され日本へ、そして高野山にもたらされました。中身が消費された後は、
花器として珍重されました。下図は塩釉藍彩髭徳利が出土した金剛峯遺跡発掘調査区（高野山霊宝館平成大宝蔵建設に伴う調査）

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
～
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
30
分

■
11
月
1
日
～
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
︵
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
︶

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

︵
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
︶

■
専
用
駐
車
場
あ
り

◎
友
の
会
会
員
募
集　

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊

　

宝
館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

◦
霊
宝
館
発
行
の
季
刊
誌
「
霊
宝
館
だ

　

よ
り
」
送
付

︿
年
会
費
﹀　

一
般
会
員
（
個
人
）　　

３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　

３
０
，０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

　

ま
す
。
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塩釉藍彩髭徳利（金剛峯寺遺跡出土）
金剛峯寺

　
　
　
　

瓦
器
小
埦
（
六
器
・
二
器　

金
剛
峯
寺
遺
跡
出
土
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

塩
釉
藍
彩
髭
徳
利
（
金
剛
峯
寺
遺
跡
出
土
）　 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

一
石
五
輪
塔
（
国
史
跡 

金
剛
峯
寺
境
内
・
奥
之
院
出
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

■
工
芸

重　

文　

銅
六
器
（
灌
頂
道
具
類
の
う
ち
）　　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

重　

文　

孔
雀
文
磬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
院

■
書
跡

　
　
　
　

金
字
金
光
明
最
勝
王
経　

巻
第
八　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

国　

宝　

紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経　

巻
第
八　
　
　

金
剛
峯
寺
［
後
期
］

■
絵
画

　
　
　
　

仁
王
経
大
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

　
　
　
　

如
宝
愛
染
敷
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

壇
上
寺
家
絵
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

●
コ
ー
ナ
ー
展
示

◦
「
大
正
時
代
の
絵
画
」　

大
正
時
代
、
高
野
山
霊
宝
館
が
開
館
し
た
時
に
奉

　

納
さ
れ
、
ま
た
そ
の
頃
に
描
か
れ
た
絵
画
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

南
山
宝
刹
図
（
富
岡
鐵
齋
筆
）　　
　
　
　
　

 

高
野
山
霊
宝
館

　
　
　
　

撥
雲
尋
道
図
（
富
岡
鐵
齋
筆
）　　
　
　
　

 　

高
野
山
霊
宝
館

　
　
　
　

白
衣
観
音
菩
薩
像
（
高
屋
肖
哲
筆
）　　
　
　

 

高
野
山
霊
宝
館

　
　
　
　

吉
祥
天
像
（
高
屋
肖
哲
筆
）　　
　
　
　
　
　

 

高
野
山
霊
宝
館

◦
「
御
影
堂
奉
納
の
絵
画
」　

伽
藍
御
影
堂
に
奉
納
さ
れ
た
絵
画
を
展
示
い
た

　

し
ま
す
。

　
　
　
　

両
界
種
子
曼
荼
羅
図
（
本
多
重
昭
奉
納
）　　

 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

弘
法
大
師
四
社
明
神
像
（
高
野
曼
荼
羅
図
）　 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

経
文
阿
弥
陀
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

　
　
　
　

阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
後
期
］

　
　◎

期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

◎
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会
予
告

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
１
２
５
０
年
大
法
会
記
念
展

「
お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師
さ
ま
へ
」

令
和
５
年
４
月
15
日
（
土
）
〜
10
月
９
日
（
月
・
祝
）

礫石経（国史跡高野山町石出土）　金剛峯寺

重文　孔雀文磬　蓮花院

仁王経大曼荼羅図　金剛峯寺如宝愛染敷曼荼羅図  金剛峯寺

　

高
野
山
の
文
化
財
の
種
類
と
し
て
、
一
般
的
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
絵
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
跡
、
建
造
物
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
高
野
山
の
地
下
に
は
遺

跡
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
も
の
（
埋
蔵
文
化
財
）
も
あ
り
ま
す
。
高
野

山
上
の
全
域
は
「
金
剛
峯
寺
遺
跡
」、「
国
史
跡 

金
剛
峯
寺
境
内
」（
奥
院
地
区
、

徳
川
家
霊
台
地
区
、
大
門
地
区
、
伽
藍
地
区
、
本
山
地
区
、
金
剛
三
昧
院
地
区
）、

「
国
史
跡 

高
野
山
町
石
」（
一
部
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
は
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
出
土
品
を
中
心
に
展
示
い
た
し
ま

す
。
地
中
に
あ
る
遺
跡
へ
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

主
な
展
示
品

■
考
古

重　

文　

高
野
山
奥
之
院
出
土
品
（
比
丘
尼
法
薬
経
塚
遺
物
・
灯
籠
堂
及
び

　
　
　
　

周
辺
出
土
品
・
御
廟
及
び
周
辺
出
土
品
の
う
ち
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

金
銅
宝
篋
印
塔
（
南
保
又
二
郎
納
骨
遺
品
の
う
ち
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

金
銅
菩
薩
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

県
指
定　

金
剛
峯
寺
境
内
出
土
の
地
鎮
・
鎮
壇
具
（
徳
川
家
霊
台
出
土
・

　
　
　
　

宝
性
院
出
土
・
高
野
山
霊
宝
館
出
土
・
大
門
出
土
の
う
ち
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

礫
石
経
（
国
史
跡
高
野
山
町
石
出
土
）　　
　

 

金
剛
峯
寺

「
密
教
の
美
術
」令

和
５
年
１
月
21
日
㈯
～
４
月
９
日
㈰

前
期　

１
月
21
日
㈯
～
２
月
26
日
㈰

後
期　

２
月
28
日
㈫
～
４
月
９
日
㈰　

会
期
中
無
休

令
和
４
年
度 

冬
期
平
常
展

重文　金銅菩薩立像　金剛峯寺
奥之院に奉安された白鳳時代
の仏像

重文　金銅宝篋印塔（南保又二郎納骨遺品
のうち）金剛峯寺
高野山納骨信仰に基づく納骨器

和歌山県指定  輪宝・橛・賢瓶（金剛峯寺境内出土の地鎮・
鎮壇具 大門出土地鎮・鎮壇具のうち )　金剛峯寺
真言密教の作法に基づく地鎮・鎮壇具

重文　漆塗木製内容器・鋳銅経筒・陶製外容器（高野山奥
之院出土品・比丘尼法薬経塚出土品のうち）金剛峯寺
弘法大師御廟のそばから出土した経筒
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提
所
清
凉
院
」
と
あ
っ
た
の
で
、
高

野
山
の
塔
頭
寺
院
、
清
凉
院
さ
ま
に

霊
屋
の
こ
と
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
霊
屋
が
何
時
建
て
ら
れ
た
の

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
堂
内
に
は
一

基
の
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

が
安
置
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
は
彦
根
藩
井
伊
家
の
初
代
井
伊

直
政
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
か
つ

て
彦
根
城
博
物
館
が
調
査
し
た
際
に

確
認
で
き
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

建
物
を
見
る
と
、
正
面
の
六
本
の

卒
塔
婆
に
は
、
梵
字
や
文
字
が
刻
み

込
ま
れ
て
い
て
、何
れ
も
下
方
に「
為

泰
安
大
居
士
」
と
あ
り
ま
す
。
井
伊

直
政
の
法
名
は
「
祥
壽
院
殿
清
凉
泰

安
大
居
士
」
な
の
で
、
こ
れ
は
「
井

伊
直
政
霊た

ま

屋や

」
で
間
違
い
な
い
と
確

信
し
ま
し
た
。

　

井
伊
直
政
は
永
禄
四
年
（
一
五
六

一
）
の
生
ま
れ
で
、
一
五
歳
で
徳
川

家
康
に
仕
え
、
信
任
を
得
て
侍
大
将

と
な
り
ま
す
。「
井
伊
の
赤
備
え
」

と
い
う
、
配
下
の
侍
と
共
に
赤
い
装

束
を
身
に
ま
と
い
、
数
々
の
合
戦
で

功
績
を
挙
げ
た
と
言
い
ま
す
。
関
ヶ

原
の
戦
の
後
、
徳
川
の
天
下
統
一
に

尽
力
し
ま
す
が
、
家
康
が
征
夷
大
将

軍
と
な
っ
て
幕
府
を
開
く
前
年
の
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
四
二
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
直
政
は
家
康
を

支
え
た
「
徳
川
三
傑
」
ま
た
「
徳
川

四
天
王
」
の
一
人
と
し
て
称
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

直
政
は
彦
根
市
に
あ
る
長
松
院
の

地
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
や
が
て
高
野
山
に
も
供

井伊家墓所の全景　正面 3 間、側面１間、切妻造り、
唐破風付きの霊屋を中心に。左右に歴代藩主、一門の墓
石が建ち並ぶ。写真の左端は大老井伊直弼の墓石。

霊屋側面の詳細　妻飾りは「虹梁大瓶束」で、大瓶束の
足元を蓮の葉としているのは霊屋を意識した意匠だろ
う。中央の蟇股は高肉彫りの彫刻で飾られている。木鼻
や台輪の繰形は様式的には17世紀末頃を思わせる。

『奥院絵図』の墓所　宝永 4 年（1707）の製作。赤い建
物が 5 棟見える、右の 2 棟と左の建物に「井伊掃部頭」
とある。中の 2 棟には「上杉家」とある。右から 2 棟
目が現存の霊屋だろう。入母屋造りで現状とは異なるが、
唐破風が描かれている。

霊屋正面の詳細　部材が木太く、重厚な造りである。中
央間の組物は、正面に出る肘木が「象鼻」となっている。
正面中央を手の込んだ軒唐破風として荘厳さを演出して
いる。

　

一
の
橋
か
ら
お
大
師
さ
ま
の
御
廟

に
向
か
っ
て
、
奥
之
院
参
道
を
五
百

ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
、「
二
十
三
町
石
」

の
左
の
山
手
に
小
さ
な
建
物
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
正
面
三
間
、奥
行
き
一
間
、

切
妻
造
り
、
正
面
軒
唐か

ら

破は

風ふ

付
き
、

赤
い
塗
装
や
彩
色
で
彩
ら
れ
た
建
物

で
す
。
正
面
中
央
間
に
桟さ

ん

唐か
ら

戸と

が
建

て
込
ま
れ
、
そ
の
他
の
柱
間
に
は
壁

の
代
わ
り
に
五ご

輪り
ん

塔と
う

形
の
卒そ

塔と

婆ば

が
、
隙
間
な
く
建
て
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
数
は
正
面
に
六
本
、
側
面

に
十
二
本
、
背
面
に
十
九
本
、
合
計

四
十
九
本
で
、
弥
勒
菩
薩
の
い
る
兜と

率そ
つ

天て
ん

の
宮
殿
の
数
「
四
十
九
」
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。
奥
之
院
を
「
弥
勒

の
浄
土
」
と
す
る
信
仰
に
基
づ
く
、

霊た
ま

屋や

な
ら
で
は
の
造
形
で
す
。

　

誰
の
お
墓
な
の
だ
ろ
う
か
と
近

寄
っ
て
み
る
と
、「
井
伊
掃か

も

部ん
の

頭か
み

墓

所
（
廟
）」
と
標
識
が
建
っ
て
い
ま

し
た
。
霊
屋
と
そ
の
両
側
に
並
ぶ
大

き
な
お
墓
は
、
滋
賀
県
彦
根
の
井
伊

家
と
そ
の
一
門
の
墓
所
の
よ
う
で

す
。
霊
屋
は
扉
が
閉
ま
っ
て
い
て
中

を
窺
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
菩

養
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
現
在
の
霊
屋
は
、
建
築
様
式
を

見
る
限
り
、
没
年
の
慶
長
七
年
頃
の

建
築
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
で
は
現
在

残
る
霊
屋
は
何
時
建
て
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）

に
作
製
さ
れ
た
『
奥
院
絵
図
』
と
い

う
、
奥
院
参
道
に
あ
る
墓
石
を
詳
細

に
描
い
た
図
が
金
剛
峯
寺
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、「
井

伊
掃
部
頭
」
と
注
記
さ
れ
た
建
物
が

三
棟
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
入

母
屋
造
り
で
正
面
に
唐
破
風
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。位
置
関
係
を
見
る
と
、

そ
の
内
の
一
棟
が
、
現
状
の
建
物
に

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
頭

か
し
ら

貫ぬ
き

や
台だ

い

輪わ

の
木き

鼻ば
な

の
形
状
は
、
元
禄
一
二
年

（
一
六
九
九
）
か
ら
再
建
に
着
手
さ

れ
た
現
在
の
高
野
山
大
門
と
似
て
い

ま
す
。
立
体
的
な
彫
刻
の
施
さ
れ
た

蟇
股
も
江
戸
前
期
の
作
品
に
ふ
さ
わ

し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
三
代

藩
主
直な

お

澄す
み

が
亡
く
な
り
ま
す
。
井
伊

家
の
霊
屋
三
棟
は
、そ
れ
を
契
機
に
、

四
代
直な

お

興お
き

が
先
祖
三
代
の
墓
所
の
整

備
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
想

像
し
ま
す
。
直
興
は
井
伊
家
中
興
の

祖
と
言
わ
れ
、
晩
年
に
は
出
家
し
て

い
ま
す
。
高
野
山
で
も
珍
し
い
霊
屋

建
設
の
契
機
は
、
四
代
直
興
の
深
い

信
仰
心
の
表
れ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
謎
を
秘
め
た
「
井
伊
直
政

霊
屋
」
を
こ
れ
か
ら
も
手
厚
く
守
り

伝
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
野
山
の
古
建
築　
第
四
十
回

　

清
凉
院 

井
伊
直な

お

政ま
さ

霊た
ま

屋や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

連 載
　

真
言
宗
や
天
台
宗
な
ど
の
密
教
寺
院

の
仏
堂
の
内
陣
に
は
、
本
尊
の
前
に
密
壇

や
大
壇
、
ま
た
護
摩
壇
な
ど
の
修
法
壇
が

置
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
修
法
壇
の
上
に

は
、
密
教
法
具
と
呼
ば
れ
る
仏
具
が
並
べ

ら
れ
、
僧
侶
が
修
法
を
行
う
際
、
仏
を
供

養
す
る
作
法
に
お
い
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
使
用
方
法
は
、
大
き
く
二
つ
に

分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
使
用
の
際
、
僧
侶

が
密
教
法
具
を
手
に
取
る
も
の
、
も
う
一

つ
は
手
に
取
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
作
法
に

は
必
要
な
も
の
で
す
。
今
日
、
こ
れ
ら
の

密
教
法
具
は
金
銅
製
の
も
の
が
主
流
で
、

あ
た
か
も
金
属
製
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
本

来
そ
の
材
質
は
金
属
製
に
限
り
ま
せ
ん
。

密
教
法
具
の
製
作
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

経
典
や
儀
軌
、
ま
た
師
僧
が
弟
子
に
伝
え

る
口
伝
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
で

製
作
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
今
回
ご
紹
介
す
る
瓦
器
小
埦
で

す
が
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
金

剛
峯
寺
遺
跡
内
の
金
剛
峯
寺
南
側
に
あ

る
、
尼
僧
学
院
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

で
多
数
出
土
し
ま
し
た
。
一
見
す
る
と
、

生
活
雑
器
の
小
埦
に
見
え
ま
す
が
、
瓦
器

の
他
に
も
、
同
様
な
形
状
の
黒こ

く

色し
ょ
く

土ど

器き

、

灰か
い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

と
い
っ
た
土
器
に
も
類
例
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
出
土
遺
跡

と
し
て
は
、
奈
良
県
の
東
大
寺
、
西
大
寺
、

興
福
寺
、
元
興
寺
（
以
上
、
奈
良
市
）、

長
谷
寺（
桜
井
市
）、大
峯
山
寺（
天
川
村
）、

大
阪
府
の
龍
泉
寺
（
富
田
林
市
）、
天
野

山
金
剛
寺
（
河
内
長
野
市
）
な
ど
の
寺
院

遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
小
埦
を
観
察
す
る
と
、
不

思
議
な
こ
と
に
焼
成
時
に
付
着
し
た
、
内

外
面
の
黒
く
燻い

ぶ

さ
れ
た
部
分
が
、
激
し
く

摩ま

耗も
う

し
、
ま
た
口こ

う

縁え
ん

端た
ん

部ぶ

が
何
か
と
衝
突

し
て
打
ち
欠
か
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ

り
、
灰
白
色
の
胎
部
が
露
出
し
て
い
る
も

の
が
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

密
教
寺
院
か
ら
の
出
土
で
す
の
で
、
密
教

法
具
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
密
教
の
作
法
と

関
係
が
あ
る
も
の
と
見
当
が
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
小
埦
と
同
様
な
形
状
の
密
教

法
具
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
修し

ゅ

法ほ
う

壇だ
ん

で
あ

る
、
密み

つ

壇だ
ん

、
大だ

い

壇だ
ん

、
護ご

摩ま

壇だ
ん

に
置
か
れ
る

六
器
（
閼あ

伽か

器き

・
塗ず

香こ
う

器き

・
華け

鬘ま
ん

器き

）、

脇わ
き

机づ
く
えに
置
か
れ
る
二
器
（
洒し

ゃ

水す
い

器き

・
塗
香

器
）
を
使
用
し
て
作
法
す
る
際
、
六
器
の

閼
伽
器
は
、
椀
の
中
の
水
を
花か

垸か
ん

（
受
け

皿
）
に
濯
い
で
、
椀
の
底
で
花
垸
の
見
込

み
部
分
を
叩
く
作
法
（
図
４
）、
二
器
の

洒
水
器
は
散さ

ん

杖じ
ょ
うの
先
を
椀
に
入
れ
て
、
中

の
水
を
か
き
回
し
、
散
杖
に
付
着
し
た
水

を
口
縁
端
部
で
叩
い
て
水
切
り
を
す
る

作
法
（
図
５
）、
ま
た
修
法
の
終
了
後
、

椀
を
重
ね
て
洗
い
、
仕
上
げ
に
水
切
り
す

る
際
、
椀
と
椀
が
激
し
く
接
触
す
る
作
法

な
ど
、
椀
と
椀
が
接
触
す
る
場
面
が
い
つ

く
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
椀
と
椀
が
接
触
す
る
部
位
と
、
小
埦

に
見
ら
れ
る
摩ま

耗も
う

痕こ
ん

や
、
散
杖
で
叩
い
た

跡
が
一
致
し
、
小
埦
が
密
教
法
具
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

高
野
山
上
の
子
院
数
は
、
か
つ
て
現
在

の
一
一
七
ヵ
寺
よ
り
も
多
く
、
江
戸
時
代

の
最
盛
期
に
は
一
八
六
五
ヵ
寺
も
の
寺

院
が
犇ひ

し

め
い
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。
金
属
製
の
密
教
法
具
は
高
価
で

す
か
ら
、
恐
ら
く
比
較
的
安
価
な
土
器
の

密
教
法
具
が
多
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
鳥
羽
正
剛
）

瓦が

器き

小し
ょ
う

埦わ
ん

（
六ろ

っ

器き

・
二に

器き

）

　

金
剛
峯
寺
遺
跡
出
土　

器
高
二
・
二
㎝　

口
径
八
・
八
㎝

　

鎌
倉
時
代
（
13
～
14
世
紀
）　

金
剛
峯
寺
蔵

図２　瓦器小埦（側面）

図５　洒水器の作法（散杖で椀の口縁端部を
叩く）

図４　閼伽器の作法（椀で花垸を叩く）

図１　瓦器小埦（見込み）

図３　瓦器小埦（底部）
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す
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
神

勧
請
は
行
勝
上
人
の
夢
告
に
丹
生
明
神
が

現
れ
「
笥
飯
（
大
食
都
比
売
大
神
）（
気

比
明
神
）・
市
杵
島
比
売
大
神（
厳
島
明
神
）

は
往
昔
の
朋
友
」
で
あ
る
と
述
べ
と
い
う

こ
と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
が
、
一
説
に
は

北
条
政
子
（
平
政
子
）
が
平
氏
の
末ま

つ

裔え
い

で

あ
り
、
平
氏
の
関
係
が
深
か
っ
た
気
比
明

神
・
厳
嶋
明
神
の
二
神
を
勧
請
し
た
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
ら
ず
し
も
承
元
二
年
は
貞
暁
上
人
・

北
条
政
子
の
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
承
元
三
年
の
懸
仏

奉
納
は
先
の
よ
う
に
世
情
、
し
い
て
は
将

軍
家
（
源
家
）
と
の
決
別
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
決
意
を
持
っ

て
懸
仏
を
奉
納
し
て
高
野
山
永
住
を
誓
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

他
に
貞
暁
上
人
に
は
、
北
条
政
子
に
政

治
復
帰
を
望
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
自
分
が

政
治
の
復
帰
の
野
心
が
無
い
こ
と
を
示
す

た
め
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
ら
の
目
を

突
い
て
、
潔
白
を
示
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
北
条
政
子
が
熊
野
へ
承

元
二
年
（
一
二
〇
八
）
と
建
保
六
年

（
一
二
一
八
）
の
二
回
ほ
ど
参
拝
帰
り
に

天
野
社
へ
寄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貞
暁

上
人
が
自
ら
目
を
刺
し
た
と
の
話
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
世
間
の
し
が
ら
み
を
た
っ

て
高
野
山
に
て
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た

貞
暁
上
人
で
す
が
、
建
保
五
年
（
一
二
一

七
）
五
月
七
日
、
師
で
あ
る
行
勝
上
人
が

入
寂
し
、
墓
を
一
心
口
に
建
て
行

ぎ
ょ
う

勝し
ょ
う

宮ぐ
う

と
し
ま
す
。
同
じ
く
行
勝
上
人
が
住
ん
で

い
た
経

き
ょ
う

智ち

坊ぼ
う

に
千
体
の
地
蔵
菩
薩
を
制
作

建
立
し
ま
す
（
こ
れ
が
地
蔵
と
阿
弥
陀
の

違
い
が
あ
る
が
千
阿
弥
陀
仏
と
呼
ば
れ
た

所
以
か
）。
そ
し
て
こ
の
頃
よ
り
貞
暁
上

人
は
将
軍
家
追
悼
の
た
め
に
阿
弥
陀
仏
等

を
作
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
政
子
の
援
助

も
あ
り
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
二
月

貞
暁
上
人
は
将
軍
家
追
悼
の
た
め
丈
六
阿

弥
陀
、
阿
弥
陀
堂
並
び
に
五
輪
塔
が
完
成

し
ま
す
。こ
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
中
に
、

将
軍
家
の
遺
髪
を
入
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
同
じ
年
に
、
奥
之
院
拝
殿
が
壊
れ

て
作
り
直
し
、
廟

び
ょ
う

塔と
う

お
よ
び
鎭
守
社
等
の

葺
替
を
行
い
ま
す
。
そ
の
折
、
貞
暁
上
人

は
奥
院
拝
殿
に
大
小
二
壇
、
磬
台
、
礼
盤

等
を
寄
進
。
ま
た
理
趣
経
百
巻
を
御
廟
前

に
奉
納
し
、
御
廟
前
を
洒
浄
し
清
浄
無
垢

の
潔
境
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
御

廟
前
は
完
全
聖
域
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
こ
の
年
に
北

条
政
子
は
亡
く
な
り
ま
す
。

　

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
千
阿
弥
陀
書

状
（
図
２
）
は
将
軍
家
菩
提
の
た
め
に
作

ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
灯
明
料
供
養
の
た
め

の
書
状
で
す
が
「
千
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
り
、

文
面
内
容
と
文
字
、
紙
材
等
、
鎌
倉
時
代

に
貞
暁
上
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
千
阿
弥
陀
と
あ
る
よ
う
に
貞

暁
上
人
は
修
験
道
者
・
密
教
僧
で
あ
る
と

同
時
に
熱
烈
な
阿
弥
陀
信
仰
者
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
七
月
十
三
日
、

貞
暁
上
人
奥
之
院
に
天
下
泰
平
・
護ご

国こ
く

利り

民み
ん

・
満ま

ん

山ざ
ん

安あ
ん

全ぜ
ん

・
人じ

ん

法ぽ
う

久き
ゅ
う

栄え
い

を
祈
り
護

摩
堂
創
建
（
再
建
か
）
し
ま
す
。
現
在
重

要
文
化
財
で
あ
る
不
動
明
坐
像
（
図
３
）

を
寄
進
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
像

は
肉
身
部
を
青
く
塗
り
、
目
と
歯
に
水
晶

を
は
嵌
め
こ
込
む
と
い
う
特
徴
あ
る
明
王

像
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
野
山
で
過
ご
し
た
貞
暁

上
人
で
す
が
、
寛か

ん

喜ぎ

三
年
（
一
二
三
一
）

二
月
二
十
二
日
、
四
十
六
歳
で
亡
く
な
り

ま
す
。「
吾
妻
鏡
」
に
も
源
頼
朝
の
御
落

胤
「
貞
暁
」
高
野
山
で
亡
く
な
り
喪
に
服

し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

将
軍
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
時
代
に
翻

弄
さ
れ
た
よ
う
に
映
り
ま
す
が
、
懸
仏
・

書
状
・
彫
刻
な
ど
に
触
れ
る
と
、
僧
侶
と

し
て
高
野
山
・
天
野
社
の
興
隆
や
発
展
に

大
い
に
尽
力
し
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

図
２
『
五
坊
寂
静
院
文
書
』「
千
阿
弥
陀
佛
施
入
状
」

　
　
　

五
坊
寂
静
院
蔵

図３「重文 不動明王坐像（奥之院護摩堂旧在）」
　　　金剛峯寺蔵

「
貞じ

ょ
う

暁ぎ
ょ
う

上し
ょ
う

人に

ん

（
鎌か

ま

倉く

ら

法ほ

う

印い

ん

）」

特
集
高
野
山

　

高
野
山
霊
宝
館
で
は
令
和
四
年
四
月

十
六
日
㈯
〜
七
月
十
日
㈰
、
春
期
企
画
展

「
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
企
画
展
中
展
示
い
た
し
ま

し
た
「
金こ

ん

銅ど
う

梵ぼ
ん

字じ

懸か
け

仏ぼ
と
け（
ア
ー
ク
字
）」

（
御み

正し
ょ
う

体た
い　

図
１
）
で
す
が
、
こ
の
懸
仏

奉
納
者
は
同
背
に
墨
書
銘
で
「
権
少
僧
都

貞じ
ょ
う

暁ぎ
ょ
う　

承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
八
月

十
六
日
供
養
之
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
貞

暁
上
人
（
鎌
倉
法
院
）
は
鎌
倉
幕
府
将
軍

「
源
頼
朝
」
の
第
三
子
で
し
た
が
、
母
が

正
室
（
北
条
政
子
・
平
政
子
）
で
は
な
く
、

侍
女
の
大
進
局
の
子
で
し
た
。
そ
の
た
め

政
子
の
嫉
妬
を
避
け
、
建
久
三
年
（
一
一

九
二
）
の
七
歳
の
折
、
仁
和
寺
に
預
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
上
人
は
そ
の
後
十
八
歳

で
出
家
、
高
野
山
に
も
来
山
さ
れ
た
仁
和

寺
七
世
道ど

う

法ほ
う

親
王
（
後
高
野
御
室
）
よ
り

伝で
ん

法ぽ
う

灌か
ん

頂じ
ょ
うを
受
け
て
、
勝

し
ょ
う

宝ほ
う

院い
ん

・
華け

蔵ぞ
う

院い
ん

を
配
領
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
法
名
を
能の

う

寛か
ん

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
後
に

貞
暁
と
改
め
ま
す
。
た
だ
し
高
野
山
に
お

い
て
は
称
号
が
多
く
先
の
鎌
倉
法
印
以
外

に
千せ

ん

阿あ

弥み

陀だ

・
高
野
法
印
・
三さ

ん

位み

僧そ
う

都ず

・

土ど

砂し
ゃ

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
こ
の
懸
仏
は
平
成
十
六
年
の
伽
藍

御み

社や
し
ろの
屋
根
葺
替
、彩
色
修
理
が
行
わ
れ
、

そ
れ
に
先
立
つ
遷せ

ん

宮ぐ
う

準
備
の
時
に
発
見
さ

れ
た
も
の
で
、
平
成
二
十
七
年
の
企
画
展

「
高
野
山
の
御
神
宝
」
に
て
初
公
開
さ
れ

ま
し
た
。胎
蔵
界
大
日
如
来
の
種
子（
ア
ー

ク
）
を
鏡
面
の
中
央
に
あ
し
ら
っ
た
懸
仏

で
、
胎
蔵
界
大
日
如
来
は
丹
生
明
神
の
本ほ

ん

地じ

に
あ
た
り
、
伽
藍
明
神
社
右
の
丹
生
明

神
の
ご
神
体
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
懸
仏
は
神
仏
習
合
信
仰
か
ら
生
ま
れ

た
御
正
体
（
本
地
仏
）
な
ど
を
表
す
形
式

の
像
で
す
。
本
像
は
一
般
に
見
受
け
ら
れ

る
懸
仏
と
違
い
円
形
の
中
に
全
て
を
作
り

込
む
の
で
は
な
く
、
蓮
台
を
円
形
下
部
に

付
け
る
と
い
う
特
異
な
形
式
を
用
い
て
い

る
懸
仏
で
す
。
貞
暁
上
人
が
高
野
山
に
来

ら
れ
た
の
が
「
高こ

う

野や

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

編へ
ん

年ね
ん

輯し
ゅ
う

録ろ
く

」

（
高
野
春
秋
）
に
よ
れ
ば
、
承

じ
ょ
う

元げ
ん

二
年

（
一
二
〇
八
）
三
月
で
あ
り
、
翌
年
に
こ

の
懸
仏
を
奉
納
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
来
山
も
将
軍
の
子
で
あ
っ
た
た
め
跡あ

と

目め

争あ
ら
そい
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
嫌
う
こ

と
と
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

義よ
し

時と
き

の
権
勢
を
逃
れ
る
た

め
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
当
時
高

僧
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
同
じ
仁
和
寺

出
身
の
行

ぎ
ょ
う

勝し
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

を
慕
い
高
野
山
へ
隠い

ん

遁と
ん

さ
れ
ま
す
。
懸
仏
の
細
工
等
を
考
え
る

と
一
年
で
完
成
す
る
の
か
疑
問
が
残
り
、

予
め
自
分
の
立
場
（
世
継
ぎ
問
題
）
や
世

情
を
考
慮
し
、
高
野
山
隠
遁
を
考
え
制
作

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
貞
暁
上
人
の
来
山
と
同
じ
く
し
て

高
野
春
秋
や
「
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み」
に
よ
れ
ば
北
条

政
子
は
熊く

ま

野の

詣も
う
でを
し
、
帰
り
に
天
野
社
に

立
ち
寄
り
ま
す
。
そ
の
折
に
貞
暁
上
人
は

師
で
あ
る
行
勝
上
人
と
共
に
北
条
政
子
を

勧か
ん

化げ

し
天
野
に
新
た
に
三

さ
ん
の

宮み
や

大お
お

食げ

都つ

比ひ

売め
の

大お
お

神か
み

（
笥
飯
明
神
）（
気け

比ひ

明
神
）（
＊
蟻あ

り

通と
お
し

明
神
と
言
う
こ
と
あ
り
）・
四し

の

宮み
や

市い
ち

杵き

島し
ま

比ひ

売め
の

大お
お

神か
み
（
厳

い
つ
く

島し
ま

明
神
）
の
勧か

ん

請じ
ょ
うを
し
、

社
殿
お
よ
び
御
影
堂
の
造
営
を
願
い
ま

す
。
御
影
堂
は
高
野
山
が
女
人
禁
制
で

あ
っ
た
た
め
と
乱
世
で
身
内
を
失
っ
た
女

性
等
が
集
ま
り
高
野
山
弘
法
大
師
を
遙
拝

高
野
山
霊
宝
館
長　

大 

森　

照 

龍

図１「金銅梵字懸仏（アーク）」　金剛峯寺蔵


